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２０１４国民春闘勝利！


  　地連別ニュース








【春闘とは】


「春季生活闘争」のこと。日本では春を新年度とする習慣があり、賃金に変動があるのが４月です。そこで１月から４月にかけ、各産業別の労働組合が一斉に賃上げなど労働条件について会社と交渉し、賃金・労働条件を決定します。


私たち公務員には関係ないんじゃないの？と感じる人もいると思いますが、実際は関係があるんです！公務員の賃金は、民間との賃金の比較により「人事院勧告」が出されそれを基に給与改定方針が決定されるため民間の賃金水準が大きく影響されるのです。








▲去年の集会中の様子。





2014春闘討論集会がいよいよ始まりました。


今春闘期においては、単組・総支部が職場で具体的な運動を実践する期間をより長く確保できるよう、例年よりも早い12月開催となりました。


春闘の意義やたたかいの必要性を再確認し、本集会で学習したことを単組・総支部に持ち帰り運動につなげていきましょう。








全道の仲間のみなさん、ようこそ春闘討論集会へ！


道本部青年部で青年部長をしている瀧口和成です。若干33歳。ピチピチです♪


道本部青年部では、①春闘討論集会、②青年部長会議、③定期総会を「機関会議」と位置付けています。


この春闘討論集会が、１年間のたたかいのスタートであり、今後の諸闘争において非常に重要な役割となります。


2013確定闘争では、道本部青年部統一要求書行動を柱に、「職場レポート」を活用した実態討論や、そもそもの「賃金とは何か」を学習するために「賃金リーフ」の読み合わせなどを全道各地で進めてきました。


そのなかでは、不払い残業に対する怒りや、個人への業務の集中に対する不満などが数多く出されています。


一方で、こうした怒りや不満を聞いて終わりにすることなく、独自要求・独自交渉を展開することで、職場環境の改善にむけた足がかりを作ってきた単組もあります。


さらに「賃金リーフ」を活用した学習会でも「賃金削減は不景気だからではなく、資本家に搾取されていることが分かった」といった気付きがあるなど、確定期闘争の取り組みをつうじて、多くの仲間の成長や気付きを得ることができました。


本集会では、こうした多くの成果や課題を全道の仲間と交流し合うことで、それぞれの職場や単組での運動を実践していくために「何を持ち帰るか」を明らかにすることが重要です。


全道の仲間のみなさん！


今春闘期の獲得目標でもある「職場・賃金にこだわり、単組・総支部での具体的な運動につなげる」ために、しっかり学習と討論を深めていきましょう！











▲去年の分散会の様子。





２０１４春闘討論集会スタート！！





▲エクアドル帰りの瀧口青年部長





【公務員の賃金が地域経済に与える影響】


公務員の賃金は、民間企業の賃金と比較され「人事院勧告」によって給与の改定方針が決定されていきます。このことからも公務員の賃金は民間の賃金水準に大きく影響されていることは明らかです。


公務員の賃金が地域の経済に与える影響は大きく、民間企業の賃金の指標となっているという事実もあり、民間の賃金が下がることで、人事院勧告に反映され、公務員賃金が低下し、さらに民間賃金が下がるという悪循環が続いています。


今こそ雇用形態・産別の枠を超えて、私たち自治体労働者が地域・社会の賃金に密接に関わっていることを再確認し、この大きな方向性を全体で意思統一し、職場・地域で何ができるのかを意識していくことが重要です！











8：40　参加者集合♪


9：00　開会・平和の旅報告


9：20　分散会報告


 10：00　全体討論


11：30　集約


11：50　機関紙コンクール表彰


12：05　集会決議・宣言確認


12：25　団結がんばろう・閉会





13：00　開会


13：30　基調講演


「2014春闘にむけて」


15：00　春闘方針提起


15：50　事務連絡･分散会移動


16：15　分散会


19：00　分散会終了





※分散会終了後は、


各地本ごとに交流会へ！








一．交流会では全力で盛り上がり、２日目の集会に遅刻しないように気を付けるべし！





後列左から、森(上川)、籾山(留萌)　　　米倉(宗谷)、前田（胆振）、津田(釧根)








左から,高尾(空知)、澤田(渡島)





左から、岡担当書記、渡邊副部長、


瀧口部長、樋口副部長,佐藤書記長





上から、藤森(網走)、本田(日高)



































一．多くの仲間と出会うためにも、自ら積極的に声をかけるべし！





一．講演中、携帯電話はマナーモードか、電源を切るべし！





一．運動の前進のために、分散会では積極的に発言するべし！





一．目標に１歩でも近づくために、集会中はメモを取り、自分の地本や単組・総支部に持ち帰るべし！





　以上の５項目を「集会参加者の心得」として常に意識し、行動すること！


　万が一これを犯してしまった場合、ほかの参加者に迷惑をかけてしまうことがあるので、要注意！


　本集会を成功させるため、この心得をきちんと守ろう！





～自治労北海道本部青年部春闘討論集会　獲得目標～


職場・賃金にこだわり、単組・総支部での具体的な運動に繋げよう！





左から,熊谷(檜山),谷井(後志),立木(函館地方協),三浦（十勝）,樺澤（石狩）


浜辺（石狩）














